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Ⅰ　はじめに
　本学が毎年開催している第 32 回幼児のための「音楽と動きのつどい」を昨年 11 月に開催した。前回第 31
回から佐世保市中心街から駅に向かう国道の一角に位置するアルカス SASEBO 内イベントホールでの公演で
ある。平成 28 年 11 月 15 日（火）開演 10：30 ～終演 12:20 の発表。
　この催しは「幼児のための」をコンセプトに幼児の参加型公演として保育学科保育専攻の学生が日頃の表現
音楽の授業成果発表の場として地域へ発表を行っている。本公演は午前中公演とし、幼稚園・保育園の子ども








　（1）対象者　保育専攻 2 年生　105 名（106 名中）


















32th Annual Concert for Children








調査項目 5 4 3 2 1
① 35.2 40.0 22.8 0.2 0
② 30.1 42.8 23.9 3.2 0
③ 30.1 43.8 22.9 3.2 0
④ 38.0 40.9 19.0 2.1 0
⑤ 36.1 39.0 22.9 0.2 0
⑥ 38.0 39.2 22.8 0 0
⑦ 21.9 46.6 26.7 4.76 0
⑧ 40.0 43.9 16.0 0 0
⑨ 41.9 41.0 17.1 0 0
⑩ 40.9 38.1 21.0 0 0
⑪ 52.4 38.0 6.9 2.7 0




































































































































































































授業回数の改善を行う予定である。また、1 年時の指導者から 2 年時指導者は担当者が変更になるので早い時
期にオリエンテーションを実施するなど検討していきたい。
Ⅵ　まとめ
　今回のアンケート調査から、学生の意見に耳を傾け運営の見直しを図ると共に学生にとってより良い活動と
なるように改善できる点は改善を行い、実習から帰ってきてからの授業回数（補講）の確保を明確にすること。
また、授業計画、本公演の年間計画などを説明する時間を設け、「先がみえない不安」を払拭させるよう努力
を続けていきたい。
付記　本研究は平成 28 年度長崎短期大学傾斜配分研究費より助成を受け行われたものである。
